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シナリオの対象範囲 
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• 遠隔地に複数の工場を持ち、生産を統括
する本社機能を有する、ある程度規模が大
きい企業 
• 作っている製品は特に問わない 
• 各拠点である程度カイゼンを行える 

対象 

本社 
生産統括部門 

国内工場 

東南アジア工場 

中国工場 

範囲（IVRA上のスコープ） 

カイゼン 

• 複数の工場を持つ企業全体
のカイゼンに関する情報 
• ある程度ヒト・モノ・カネを使
うものを対象とする 
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現状課題 
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現状 

• カイゼンに関する情報が、拠点毎に管理さ
れていて、生産統括部門や他の拠点と共
有出来ていない 

• カイゼンの成功例を事後的に知ることが
多く、計画段階では共有されていないこと
が多い 

生産統括者 現場管理者 現場作業者 

事
実 

解
釈 

困りごとチャート 

遠くの現場の状況
を把握したい 

カイゼンの全体
最適化をしたい 

他拠点のカイゼン事例
を上手く活用したい 

起きている問題 

• どこで、どんなカイゼンが行われているか、
及び進捗状況を統括部門が把握・管理出
来ない 

 

• 情報共有不足により、全社最適視点では
様々な無駄が発生 
• 似たカイゼンを複数拠点で行う多重投資 
• 他の拠点に展開出来ない仕様のカイゼン 

• 同じカイゼンの失敗が他の拠点で繰り返
される 

• 本社のインフラ刷新計画に合わないシス
テムの構築 
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目指す姿 
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• カイゼンに関する詳細情報が、全社で管理・共有されている 
• 出張しなくても、カイゼンの内容・状況（進捗・実態）が把握出来る 
• 他拠点のカイゼン事例を参照し、スピーディーに横展開が出来る 

 

• 成功事例だけでなく、失敗事例、計画情報も共有されている 
• 全社最適で、投資のムダなくカイゼンを実施・横展開出来ている 
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実証実験について 

当初、本シナリオを実現するカイゼン情報共有シス
テムを作成または購入し、実証実験として試しに使
い、有用性の検証を行うことを検討 
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しかし、実証実験が可能な企業がなく、断念 

そこで、システムのモックアップと、To-Beシナリオの
漫画を作成し、IVI会員を対象にアンケートを実施す
ることに変更 
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モックアップ：拠点（工場）選択 
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タイ T工場 

マレーシア M工場 

ベトナム V工場 

中国 A工場 

中国 B工場 

中国 C工場 

日本 N工場 

日本 J工場 
日本 
生産技術 
研究所 

地図上から見たい拠点を選択 
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モックアップ：生産ラインシミュレーター 
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ある時点での、製造ラインの構成を、シミュレータ画面でビジュアルに表示 

（※右の図のように3Dで、自由な視点から閲覧可能） 
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モックアップ：カイゼン計画と実績内容 
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C-1 C-2★ C-3 C-4 C-4 D■ E-1 E-2 

注目したい工程を拡大表示し、カイゼンの計画や実績を 
シミュレータ画面に重疊してビジュアルに表示 

★計画 ■実績 
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モックアップ：カイゼン進捗（差分比較） 
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B-1 B-2■ B-3 B-4■ B-5 B-6 B-7 B-8 

B-1 B-2 B-3 B-4 B-5 B-6 B-7 B-8 

差分ビュー 

2019/03/15 

2018/09/30 

2つの時点でのライン構成を比較表示 

過去（半期前） 

現在 
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参照

カイゼン

モックアップ：カイゼン詳細情報 
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https://xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx 

カイゼンの計画や実績の詳細情報を共有 
• 投入リソース、QCD効果額、技術内容など 

計画 結果 
未達項目 

各種ドキュメント 

導入した設備情報 

展開元/参照した 
カイゼン情報 

カイゼン 
完了予定日 



(C) 2019. Industrial Value Chain Initiative 

モックアップ：カイゼン一覧・検索 
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https://xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx 

カイゼンの計画や実績の内容を 
各項目のキーワードでDBから検索 
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モックアップ：カイゼン事業貢献ポイント 
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システムを活用したカイゼンを積極的に推進するためのインセンティブ 
 

• カイゼンの事業効果に応じた貢献ポイントを、カイゼン担当者に紐付けて管理 
A) 自ら行ったカイゼンによる事業貢献度合い 
B) 他の工程に横展開されたカイゼンの事業効果に応じた貢献度合い 
C) 元々、どのカイゼンを、どの程度横展開/参照したのか 

分類 カイゼンID カイゼン名 貢献額 貢献度 ポイント

ID RIATS12345-6789 ○○シール自動貼り付け 123 1 123

# カイゼンID カイゼン名 参照種類 貢献額 貢献度 ポイント

1 IVIJ9301-1100 ○○シール自動貼り付け コピーカイゼン 100 0.9 90

2 IICU5432-1234 ○△シール自動貼り付け 他機種展開 80 0.5 40

3 RRIJ9001-8606 ○□シール自動貼り付け 参考 60 0.4 24

合計

＃ カイゼンID カイゼン名 参照種類 ポイント

1 ABCD9876-5432 ABCシール自動貼り付け 参考 154

2 XYZW1357-2468 XYZシール剥がし 失敗事例

基本情報

参照カイゼン

展開効果
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■カイゼン状況 

〔カイゼン内容〕 

〔カイゼン指標〕 

・カイゼン件数進捗 

・作業工数実績 

カイゼン計画 
2018/11/01 
 
 
 
 
現状ライン 
2018/10/11 

モックアップ：カイゼン効果KPIの確認 
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カイゼンの進捗を確認 

各カイゼンの進捗と、事業的な効果を、ダッシュボードで確認出来る 
（※将来、IoTで得られた大量のデータの分解能が上がり、カイゼンとその効果が
紐付けて可視化出来るようになると想像） 

進
捗
確
認 

■実績指標 

〔生産実績〕 

〔品質実績〕 

〔稼働実績〕 

・生産数 

・計画達成率 

・工程不良率 

・不良件数 

・稼働率 

・原価実績 

実績確認 

KPI別カイゼン効果を
実績ベースで確認 

https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.it-innovation.co.jp/wordpress/wp-content/uploads/2016/08/n81_s2.jpg&imgrefurl=http://www.it-innovation.co.jp/2016/08/15-002221/&docid=xaHRMy13jGa0gM&tbnid=EHMw5BMQi_K5dM:&vet=10ahUKEwjxkK-CyLbdAhULdt4KHbXbBA0QMwg-KAAwAA..i&w=640&h=378&bih=672&biw=1478&q=%E8%AA%B2%E9%A1%8C%E8%A7%A3%E6%B1%BA%E9%80%B2%E6%8D%97%E3%82%B0%E3%83%A9%E3%83%95&ved=0ahUKEwjxkK-CyLbdAhULdt4KHbXbBA0QMwg-KAAwAA&iact=mrc&uact=8
https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.it-innovation.co.jp/wordpress/wp-content/uploads/2016/08/n81_s2.jpg&imgrefurl=http://www.it-innovation.co.jp/2016/08/15-002221/&docid=xaHRMy13jGa0gM&tbnid=EHMw5BMQi_K5dM:&vet=10ahUKEwjxkK-CyLbdAhULdt4KHbXbBA0QMwg-KAAwAA..i&w=640&h=378&bih=672&biw=1478&q=%E8%AA%B2%E9%A1%8C%E8%A7%A3%E6%B1%BA%E9%80%B2%E6%8D%97%E3%82%B0%E3%83%A9%E3%83%95&ved=0ahUKEwjxkK-CyLbdAhULdt4KHbXbBA0QMwg-KAAwAA&iact=mrc&uact=8
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システムの構成（ロジック） 
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ダッシュボード上に
統合して表示 

カイゼンの計画や実績の詳細情報を
グローバルに一元管理 

ロジックチャート 
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To-Beシナリオ漫画 （5分間の動画） 
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本社 生産統括部門 
上司 

本社 生産統括部門 
担当 
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想定する顧客価値（メリット） 

16 

＃ メリット 詳細 現場 管理 経営 

1 カイゼン状況管理コスト削減 カイゼン状況の共有において、出張レスでラインの状況などを確
認できる 

○ ○ 

2 グローバル情報共有 他拠点のカイゼン内容を詳細まで知り、カイゼンアイデアを参考に
できる 

○ ○ 

3 カイゼン期間短縮 
 

他拠点カイゼン結果を展開・参照し、カイゼン期間を短縮 ○ 

4 失敗の未然防止 
 

他拠点の失敗事例を共有し、失敗を繰り返さない ○ ○ 

5 カイゼン投資削減 
 

他拠点のカイゼン結果を参照し、流用することで投資額を削減 ○ ○ 

6 多重投資の未然防止 
 

他拠点のカイゼン計画を参照し、多重投資を未然に防止 ○ ○ 

7 見積もり精度向上 他拠点のカイゼン結果を参照し、精度の高いカイゼン投資計画を
策定できる 

○ ○ 

8 投資判断迅速化 他拠点のカイゼン結果を参照し、カイゼン投資計画の妥当性を迅
速に判断出来る 

○ ○ 

9 KPI別効果確認 カイゼンの効果をKPI別に確認できる ○ ○ 

10 モチベーション向上 参照・展開されたカイゼンも含め、カイゼンの事業効果を可視化貢
することで技術者のモチベーションが上がる 

○ 

11 業務定着 カイゼンが参照・展開されることのインセンティブがあるため、カイ
ゼンを共有する文化が定着する 

○ ○ 

12 カイゼン推進人材の育成 他拠点のカイゼン内容を詳細まで知ることを通じて、自らのカイゼ
ンに対する知見を高める 

○ 

13 グローバル標準の基盤づくり この仕組みを活用することで、高位平準化につながる標準的なカ
イゼンを発信、推進 

○ ○ 

経営寄り 
現場寄り 
元々考えていたメリット 
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アンケートの概要 

対象：IVI会員のうち、複数の製造拠点を持っている会社の方 

期間：2019/1/25から2/20（2/6以降追加募集実施） 

方法：記入式（選択＋自由記述）、匿名 

項目：回答者属性、カイゼンに関する関心、メリット、シナリオの有効性、その他不足点等 
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拠点合計 

1 2 3 4 5 6以上 

海外拠点数 

1 2 3 4以上 

職種立場 

①経営者 ②管理者 ③生産技術 

④製造 ⑤設計 ⑥ITシステム 

⑦企画 ⑧その他 

結果：有効回答数 20 

 85％が国内外製造拠点数合計6以上 
 90％が海外製造拠点数4以上 
 55％の職種が生産技術 
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アンケート結果：主なニーズと実施状況 

カイゼンに関して共有したい項目 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

期間 

関連技術 

担当者 

日程計画 

進捗 

コスト 

効果 

内容(結果) 

共有したいこと（必要性） 

共有したい やや共有したい あまり必要ない 必要ない 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（実施状況） 

既に実現 構築中/検討中 いずれでもない 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

カイゼンのグローバル進捗管理 

失敗事例の共有 

カイゼン推進人材の育成 

カイゼンの横展開の推進 

標準化の推進 

実現したいこと 

実現したい やや実現したい あまり必要ない 必要ない 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（実施状況） 

既に実現 構築中/検討中 いずれでもない 

カイゼンに関して実現したいこと 

• 必要性の高い項目

は、結果、効果、ｺｽﾄ

等の実績情報 

• 但し、実施状況は高

い項目でも30％程

度、 

必要性が低い項目は

20％程度 

• 標準化、横展開、人材

育成は6 割以上が「実

現したい」 

• 但し、実施状況は低

く、特にグローバル進

捗管理は殆ど出来て

いない 
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アンケート結果：IoTデータで関連付けたいKPI 

• 将来、IoTで得られた大量のデータの分解能が上がり、カイ
ゼンとその効果が対応付けられると想像 

• その時、カイゼンとどのKPIを関連付けて見たいかの4段階
評価を実施 
• 4：優先度が高い→1：優先度は低い 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

エネルギー 

人員（必要スキルなど） 

原価 

生産リードタイム 

稼働率（設備、生産ラインなど） 

生産性（人、面積など） 

品質 

KPI優先度 

④最高 ③ ② ①最低 

結果 

• 品質、生産性、稼働率 
の順で高かった 

• エネルギーは評価が 
低かった 



(C) 2019. Industrial Value Chain Initiative 

アンケート結果：メリット確認 
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＃ メリット 詳細 結果 

1 カイゼン状況管理コスト削減 カイゼン状況の共有において、出張レスでラインの状況などを確
認できる 

2 グローバル情報共有 他拠点のカイゼン内容を詳細まで知り、カイゼンアイデアを参考に
できる 

3 
 

カイゼン期間短縮 他拠点カイゼン結果を展開・参照し、カイゼン期間を短縮 

4 
 

失敗の未然防止 他拠点の失敗事例を共有し、失敗を繰り返さない 

5 
 

カイゼン投資削減 他拠点のカイゼン結果を参照し、流用することで投資額を削減 

6 
 

多重投資の未然防止 他拠点のカイゼン計画を参照し、多重投資を未然に防止 

7 見積もり精度向上 他拠点のカイゼン結果を参照し、精度の高いカイゼン投資計画を
策定できる 

8 投資判断迅速化 他拠点のカイゼン結果を参照し、カイゼン投資計画の妥当性を迅
速に判断出来る 

9 KPI別効果確認 カイゼンの効果をKPI別に確認できる 

10 モチベーション向上 参照・展開されたカイゼンも含め、カイゼンの事業効果を可視化貢
することで技術者のモチベーションが上がる 

11 業務定着 カイゼンが参照・展開されることのインセンティブがあるため、カイ
ゼンを共有する文化が定着する 

12 カイゼン推進人材の育成 他拠点のカイゼン内容を詳細まで知ることを通じて、自らのカイゼ
ンに対する知見を高める 

13 グローバル標準の基盤づくり この仕組みを活用することで、高位平準化につながる標準的なカ
イゼンを発信、推進 

0% 50% 100%

経営寄り、現場寄り、元々考えていたメリット 

高 

高 

低 

？ 

？ 

経営的な立
場の回答者
が少なかっ
たせいもあ
る？ 



(C) 2019. Industrial Value Chain Initiative 

アンケート結果 まとめ 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

有効である やや有効である あまり有効でない 有効でない 

• 自由記述から得た知見 

• 強化すべき機能 
1. 事業観点での機能強化 

1. 生産計画リンク、投資の原
価償却の加味 

2. KPIの先行指標と遅行指標
への配慮 

2. 人材スキルの管理 

1. スキルマップ 

2. 技能伝承との関係 
 

 

 

• 運用上の課題 
A) グローバル拠点間の言語障壁 

B) 入力項目、言葉の定義・解釈などの統一 

C) 負荷を掛けず使える仕組み 

D) ルール徹底、意識改革 

E) 輸出管理やアクセス制限 

 

• その他 
a. 全工程CPSはハードルが高い 

b. ソフトウェア開発環境等も含めた 
共通化・標準化へつなげる 

 

 

• To-Beシナリオの有効性を確認 
• 有効である40％、やや有効である50％ → 合計90％ 

• 自由記述から得た知見 
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成果と今後の課題 

• 得られた成果 

• To-Beシナリオの有用性を確認出来た 

• カイゼンの内容をグローバルで共有することにより、カイゼン推進人材の育成
が出来ることに価値を感じる回答が多かった 

• 多重投資の防止など、全社最適で見た価値には、相対的に評価が低かった 
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アンケートにご協力いただいた方
ありがとうございました 

• 今後の課題 

• 経営的な立場の人に対してアンケートを行い、有用性確認と、不足機能・運用
上の課題の調査を行う 

• 実証実験に使えるツールをIVIのツテなどで探す 

• 実証実験を行う 
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ご清聴 
ありがとうございました 


